




要  約:乳幼児期の健診の効率的実施における各職種の配置員数について検討した。その

際、対象の条件、地域の地理的条件・マンパワーの条件に加え、健診に求められる目的や

条件によって適切なものであることが必要であろう。また、専門職の配置が困難な場合に

はどの職種によって補完すべきなのかの検討も重要な課題となり、保健婦の存在はその意

味でも大きい。


